














































































































































































































実施日 2011.6～12 2012.3 2012.5 2012.5～（継続中）
件数 25 72 91 3
回答数 41 22
回答率 ― 56.90％ 24.20％ ―
実施方法
質問項目有
場所:対象者の店舗もしくは
自宅等
調査時間:30分～90分程度
無記名回答
配布:対象者に直接配布
※人形さまイベント参加店
説明会もしくは各店舗に
て配布
回収:郵送
無記名回答
配布:対象者に直接配布
※地元協力者に依頼
回収:郵送
質問項目有
場所:対象者の店舗もしくは
自宅等
調査時間:30分～90分程度
図1 調査概要
引き続き，村上での調査を進める予定であるが，現段階で明らかになった事項の概略を示す。
1.商人会の持続的な活動の背景と実態
商人会への参加条件として，活動の趣旨に賛同した旧町人町の住民としている。また個人ではなく，店舗
（町家）単位での参加とし，現在，約80店舗のうち28店舗が参加している。イベントプロジェクトの運
営について，イベントの企画運営に携わっているのはコアメンバーの10名程度で，その参加については
個々人の活動の可能な範囲とし，得意分野での活動を行っている。会議の方法については，イベント開催後
に会合を行う程度で全員が集まる機会はほとんど設けていない。また普段の連絡方法はメーリングリストを
利用している。他の地域の視察やまちづくりの勉強会などは個人で参加している。
2.商人会が取り組んでいる活動の評価と関心
商人会が取り組んでいるイベントに対する参加店からの評価は高い。イベントへの参加意識が高く，他の
イベントについてもボランティアとしての参加度が高い。しかし他の地域住民をみると，商人会が取り組む
イベントへの参加度が低く，ボランティアとしての参加度も低いが，市や他の団体が主催するイベントへの
参加やボランティアとしての参加度は高い。これは，商人会が取り組むイベントの活動範囲が旧町人町に限
られていることが要因のひとつであると考えられる。
3.商人会が取り組んでいるイベント等の活動について成功の要因とその効果
成功の要因について，以下の3点が考えられる。
1）もともとあった，まちの資産を活用できた
2）まちづくり，まち歩きがブームとなった時期とイベント開始時期のタイミングが合った
3）商人会という組織の結成とその取り組みなど運営方法が成功した
イベントの効果については，以下の4点に集約できると考えられる。
1）眠っていた資産の再活用
2）観光客の増加による経済効果
3）各店舗がイベントをきっかけに商品開発を行うなどの新規事業の展開
4）コミュニティの広がりやまちづくりに対する意識の向上など，まちの活性化効果
4.村上以外での生活経験とまちづくりに対する意識の関係性
インタビュー調査によると商人会のメンバーのほとんどが一度村上を離れ，特に東京など大都市での生活
を経験している。家業を継ぐなどの理由から，外で修行や見習いを経験して村上に戻って来る。また家が自
営業を営んでいたり地元での就職先が決まっている人の場合，専門学校や大学に進学し，数年ほど就職した
後に戻って来るという意識が強い。一度，村上を離れて生活することにより，それまで気づかなかった村上
の生活や文化，また自然環境の豊かさなど，あらためて評価している。また，村上を外からの視点でみるこ
とができる人を取り込んでまちづくりを進めていきたいという意見とそうではない意見があり，それは商人
会の中でもみられた。
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5.新しいコミュニティの形成
村上では昭和20年頃まで武家の侍学校と町人の町学校，役場も侍役場と町役場に分けられていたといわ
れるほどに，歴史の面影を色濃く残しており，独自の文化を育んだ地である。さらに旧町人町に住む60代
以上の住民は子供の頃の遊び場も町内ごとに決まっていたこともあり，町内ごとのつながりが強い。さらに
旧町人町の住民は祭りによるコミュニティが確立されているためイベントが開催される以前からそのつなが
りは強い。イベント開催後，その範囲は広がり，新たなコミュニティの形成がみられた。一方で参加店以外
の住民についてはイベント前後のコミュニティの変化はほとんどみられなかった。村上以外の地域とのコミ
ュニティの形成については，参加店では消極的で保守的であったが，参加店以外の地域住民はやや積極的な
傾向にあり，他の地域との連携の必要性を感じている。
6.問題点の抽出と今後の村上のまちづくりの方向性
現在までの分析考察の結果，着目すべき問題点として以下の6点が考えられる。
1）観光客の増加に対するまちの各所の整備が不十分である。
2）イベントの趣旨として「変わらない。変えないこと。」としているが，一方でイベントのマンネリ化を感
じるなど意識の違いがみられる。
3）参加店と他の地域住民との間にイベント効果の偏りがみられる。
4）旧町人町や参加店だけでなく，他の地域住民や周辺地域および他の地域，また行政との連携が十分にと
れていない部分がある。
5）商人会や参加店以外にまちづくりに関心をもつ若年層との連携ができていない。
6）商店街が観光客相手の店舗に変化し，住民が利用しやすい店舗が減少している。
以上の問題点を改善していくことで，今後も持続的な村上のまちづくりが行われると考える。
以上の6点についての状況の詳細を把握し，今後の取り組みに着目して，さらに研究を進めていきたいと
考える。
今回の調査で村上のまちづくりの現状，またその成功要因や効果について，ある程度把握することができ
た。引き続きアンケート調査およびインタビュー調査の分析を進め統計的な分析を行い，インタビュー調査
を行いながら今後の村上の持続的なまちづくりについて探りたいと考えている。また比較研究として，村上
と同じように地域住民が取り組んでいる他の地域のまちづくりの事例について調査，研究を進めたいと考え
ている。
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